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〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

日
本
遺
産
認
定
記
念　

平
泉
寺
の
菩
提
林

　

下
馬
大
橋
を
渡
り
約
９
０
０
ｍ
の
間
は
菩

提
林
と
名
づ
け
ら
れ
、
林
の
中
央
を
２
本
道

が
並
列
し
て
走
る
。

　

右
側
は
石
畳
道
で
、
平
泉
寺
が
殷い

ん
し
ん賑

を
極

め
た
頃
に
「
衆
徒
が
九
頭
龍
川
か
ら
手
送
り

で
造
っ
た
」「
石
裏
に
は
法
華
経
の
文
字
を

記
し
埋
め
た
」
と
伝
わ
る
。
こ
の
道
は
当
寺

の
学
頭
（
別
当
）
や
賓
客
の
み
通
行
が
許
さ

れ
、
一
般
人
は
一
段
下
の
道
を
通
行
し
た
。

　

写
真
は
菩
提
林
の
牛
岩
・
馬
岩
付
近
を
写

し
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
15
年
（
１
９
２
６
）

の
河
上
御
前
の
お
開
帳
に
あ
わ
せ
、
勝
山
駅

か
ら
多
く
の
参
拝
人
を
運
ぶ
バ
ス
が
走
り
、

そ
の
際
に
こ
の
道
も
改
修
さ
れ
た
。

17
世
紀
初
期
の
「
慶
長
国
絵
図
」
に
は
天

正
の
兵
火
か
ら
立
ち
直
り
つ
つ
あ
る
平
泉
寺

の
建
物
群
が
描
か
れ
て
い
る
。

17
世
紀
後
半
の
「
貞
享
国
絵
図
」
に
は
多

く
の
建
物
群
と
大
門
入
口
か
ら
奥
院
に
向
か

う
広
い
道
が
描
か
れ
、
そ
こ
に
は
「
菩
提
林
」

と
記
さ
れ
杉
の
大
木
が
そ
の
両
側
に
見
ら
れ

る
。
奥
院
か
ら
白
山
に
向
か
う
禅
定
道
も
描

か
れ
て
い
る
。

　
「
菩
提
」
は
煩
悩
を
断
ち
切
り
悟
り
を
得

る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
鬱う

っ
そ
う蒼

と
茂
っ
た
林

を
歩
き
な
が
ら
徐
々
に
煩
悩
を
断
ち
切
り
、

神
聖
な
白
山
に
向
か
う
道
と
し
て
名
づ
け
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

顕
海
が
平
泉
寺
を
復
興
し
て
以
降
、
慶
長

６
年
（
１
６
０
１
）
に
は
福
井
藩
主
結
城
秀

康
が
、
平
泉
寺
玄
成
院
へ
高
二
百
石
を
寄
進
、

寛
永
元
年
（
１
６
２
４
）
に
は

改
め
て
幕
府
か
ら
白
山
社
に
二

百
石
の
朱
印
地
と
し
て
寄
進
さ

れ
た
。
慶
長
８
年
に
は
本
多
富

正
が
「
菩
提
林
禁
制
」
を
出
し

伐
採
な
ど
を
禁
じ
、
翌
年
に
は

福
井
藩
か
ら
賢
聖
院
に
宛
て

「
平
泉
寺
菩
提
林
御
寄
進
状
」

が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

当
時
の
平
泉
寺
の
権
威
の
高

さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

本
遺
産
認
定
認
定
記
念

平
泉
寺
の
菩
提
林

を
ねねねてててねね

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造 34

Ｕ・ＩターンコラムU
I
うつくしく
いきる

Enjoy Life in Katsuyama

　第23回目は、今年の４月にネ
ギ栽培を始めるために金沢市か
らUターンし、12月には㈱吉田
煌
きらめき

農園を設立した吉田さんに
お話を伺いました。
▶ Uターンしたきっかけは
　いつかは勝山に戻ろうかなと
いう漠然とした思いはありまし
た。しかし、ネギ栽培の魅力を
知る機会があり、ネギ栽培をや
りたいという思いが大きくなっ
たため、思っていたよりも早く、
勝山に戻ってくることになりま
した。
▶ 勝山に戻ってきてどうですか？
　これまで愛知県や埼玉県など
で暮らしたことがありますが、改
めて、勝山の空気のおいしさや

景色の良さを実感しています。畑
から望む白山は絶景です。
▶ ネギ栽培を始めていかがですか
　ネギ栽培はもちろん、農作業
を今まで経験したことがなく、
分からないことだらけですが、
何もわからないからこそすごく
楽しいと感じています。
　どうしたら上手く育てること
ができるかについて、叔父さん
や先輩方の話を聞きながら考え、
ここまでやって来ました。不安は
特になく、時間の自由度が高い
農業に夢中で取り組んでいます。
▶ 今後やりたいことは
　まずは、周囲の農家さん並み
に立派なネギを作ることを目指し
ますが、いずれは、栽培量を増

楽しみながら
ネギ栽培に挑戦

吉
よし
田
だ
将
まさ
克
かつ
さん（33歳）
＝鹿谷町志田＝

やしていきたいと思っています。
　また、趣味でも様々な野菜作
りに挑戦したいと思っていま
す。特に辛い食べ物が好きなの
で、唐辛子を栽培してみたいで
す。

大正末期の菩提林大正末期の菩提林

現在の菩提林現在の菩提林

勝山市移住者カフェ
　市内にU・Iターンした女性同士で、
ランチをしながら楽しく気軽に交流
しませんか。
と　き▶１月17日㈮
　　　　午前11時30分～
ところ▶厨ぼうず
参加費▶500円
　　  商工観光・ふるさと創生課
　　  ☎88－8105
申・問
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囲碁・将棋講座のご紹介
　勝山市囲碁連盟、将棋
連盟有志の方から習って
みませんか？　
　初心者の方でもルール
から分かりやすく説明し
ていただけます。
　毎回、皆さん熱心に取
り組まれています。
と　き▶毎月第１・３木曜日（祝日は除く）
　　　　午後1時30分～ 3時
ところ▶休憩室１

早川百合子さんの押し絵作品展
　羽子板などに見られる日本の
伝統的な押し絵、四季折々の風
物などを描いた作品をお楽しみ
ください。
展示期間▶1月18日㈯まで

阿部雅雄さんの段ボールクラフト作品展
　トリケラトプスにティラノサ
ウルスなどが勢ぞろい！段ボー
ル素材の「恐竜」をどうぞご覧
ください。　
展示期間▶１月20日㈪～２月２日㈰
問勝山公民館（教育会館1階）　☎88 ｰ 0800

件数内訳 令和元年12月末 前年比

総件数 ３９９件 －２５件

人身事故
（うち高齢者）

１３件
（３）

－３件
（－５）

死　者
（うち高齢者）

０人
（０）

－１人
（－１）

傷　者 １４人 －３人

物損事故 ３８６件 －２２件

1月の納税

11月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 12月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 10,944人 8 －15 －7 10 －12 －2 10,935人 －9人
女 12,028人 7 －25 －18 15 －14 1 12,011人 －17人

合　計 22,972人 15 －40 －25 25 －26 －1 22,946人 －26人
世帯数 7,983世帯 7,981世帯 －2世帯

人口の動き

市・県民税▶第４期　　国民健康保険税▶第４期
納期限▶１月31日㈮　口座振替▶１月27日㈪

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

　　  地域包括支援センター「やすらぎ」
（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

申・問

行ってみよう

湯ったり勝山
勝山公民館　展示コーナー勝山公民館　展示コーナー

　

寒
い
日
が
続
く
冬
は
、
暖
か
い

部
屋
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な

り
、
運
動
不
足
に
な
り
や
す
い
季

節
で
す
。
加
え
て
年
末
年
始
は
イ

ベ
ン
ト
が
多
く
食
事
も
乱
れ
が
ち

と
な
っ
て
、
体
重
が
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら

で
も
で
き
る「
け
が
や
腰
痛
予
防
・

改
善
」
に
効
果
が
あ
る
運
動
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

健
康
に
い
い
こ
と
を
し
た
記
録

が
、
あ
な
た
の
健
康
銀
行
に
貯
金

さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
取
り
組
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

「隙間時間を利用してラク痩せ」講座
　家事の合間やテレビの時間を利用して
できる簡単な運動（筋トレ）をご紹介
と　き▶１月23日㈭
　午後１時30分～２時30分
ところ▶すこやか
講 　師▶漆崎由美氏（㈲パワーリンク健
康運動指導士）

※要予約・参加無料

家
庭
で
簡
単
！
健
康
度
ア
ッ
プ
！

コ
ツ
コ
ツ
貯
め
よ
う「
健
康
貯
金
」

足を伸ばして床に座り
お尻で前進

腰を大きく円を描くよ
うに、ぐるぐる回す

片方の足を太ももの上
にのせる・背筋を伸ば
して、股関節を曲げる
★20秒キープ

監
修
：
福
井
大
学
医
学
部
医
学
科
運
動
・

ス
ポ
ー
ツ
医
学
領
域
山
次
俊
介
准
教
授

　
　

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
）

☎
87
‐
０
８
８
８

申
・
問


